
９月から、普通救命講習（一般公募）の開催日を変更しま
した。以前は毎月第１日曜日でしたが、毎月第３日曜日に
変更し、年間を通じて開催しています。これを機に講習を
受けてみませんか。
申込み・問い合わせは　消防署（☎22−1120）へ

変更後  変更前

開催日 毎月第３日曜日
（13:00～16:00）

毎月第１日曜日
※９月を除く

（13:00～16:00）

場　所 消防本部　多目的ホール 消防本部　多目的ホール

ALT の先生と英語を楽しみましょう。
日時　12月15日㈯　9:30～11:30
場所　富岡公民館２階　ホール
定員　50人（申込みが定員を超えた場合は抽選により決

定します）
申込方法　往復はがきの往信面に①学校名②学年③児童の

氏名（ふりがな）④性別⑤住所⑥引率者の氏名
および電話番号、返信面に住所と保護者の宛名
を記入の上、教育研究所へ郵送してください。
受講のご案内は、返信用はがきでお知らせしま
す。

申込締切日　12月５日㈬（当日消印有効）
問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　

教育研究所（☎22−3395）へ

伊島ささゆり保全の会では、ささゆりの生育場所「光が届
く明るい林や草原」を取り戻すための「間伐・草刈り」を
実施します。
対象　18歳以上の健康な方
日時　①11月４日㈰　②18日㈰　8:15～15:20
集合場所　答島連絡船乗り場
定員　各日ともに15人程度
持参物　軍手、長靴、タオル、飲み物、雨具、昼食代（500円）
※船代、保険代は会が負担します。　
服装　長袖、長ズボン、帽子
申込方法　氏名、住所、電話番号（保険加入および中止連

絡のため）と参加希望日を記入の上、メールで
お申し込みください。

問い合わせは　環境保全課（☎22−3413）へ
e-mail:sakamoto@anan-nct.ac.jp

毎年11月12日から25日までの２週間は「女性に対する暴
力をなくす運動」期間です。内閣府では、女性に対する暴
力根絶のシンボルである「パープルリボン」にちなんで、
東京タワーや東京スカイツリーを紫にライトアップする、

「パープルライトアップ」を実施しています。本市もこの
趣旨に賛同し、女性に対するあらゆる暴力の根絶を広く呼
びかけるとともに、被害者に対して「ひとりで悩まず、ま
ずは相談してください」というメッセージを込めて、庁舎
のライトアップを実施します。
日時　11月14日㈬、21日㈬、25日㈰の３日間。
　　　各日とも17:30～20:00
内容　阿南市役所本庁舎５、６、７階の中央ガラス部分を

「紫色」にライトアップする。
問い合わせは　人権・男女参画課　男女共同参画室

（☎22−7401・FAX22−4785）へ
e-mail:jinken@anan.i-tokushima.jp

普通救命講習日程変更のお知らせ 冬季小学生英語教室

伊島ささゆり生育地の
草刈り等のボランティア募集

市役所本庁舎の
ライトアップについて
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